
DJデジタル・ミキサー

DN-X1700
取扱説明書

● お買い上げいただき、ありがとうございます。
● ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
● お読みになった後は後日お役に立つこともありますので、必ず保存してください。

安全にお使いいただくためにー必ずお守りください。
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I

内部に水などの液体や異物を入
れない
機器内部に水などの液体や金属類、燃え
やすいものなどを差し込んだり、落とし
込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意くだ
さい。

禁止

水をかけたり、
濡らしたりしない
雨天・降雪中・海岸・水辺での使用は特
にご注意ください。
火災・感電の原因となります。

水ぬれ
禁止

ご使用は正しい電源電圧で
表示された電源電圧以外で使用しないで
ください。
火災・感電の原因となります。必ず実施

電源コードは大切に
電源コードを傷つけたり、破損したり、
加工したりしないでください。また、重
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ
たりすると電源コードが破損し、火災・
感電の原因となります。
電源コードが傷んだら、すぐに販売店に
交換をご依頼ください。

必ず実施

電源プラグの刃および刃の付近
にほこりや金属物が付着してい
るときは
電源プラグをコンセントから抜いて、乾
いた布で取り除いてください。そのまま
使用すると火災・感電の原因となります。

必ず実施

ねじを外したり、
分解や改造したりしない
内部には電圧の高い部分がありますので、
火災・感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依
頼ください。

分解禁止

万一異常が発生したら、
電源プラグをすぐに抜く
● 煙や異臭、異音が出たとき
● 落としたり、破損したとき
● 機器内部に水や金属類、燃えやすいも
のなどが入ったとき

そのまま使用すると、火災・感電の原因となりま
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、
必ず電源プラグをコンセントから抜いて、安全を
確認してから販売店にご連絡ください。
お客様による修理などは危険ですので絶対におや
めください。

電源プラグを
コンセント
から抜け

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

正しく安全にお使いいただくため、ご使
用の前に必ずよくお読みください。

この取扱説明書および製品への表示で
は、製品を安全に正しくお使いいただき、
あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな
絵表示をしています。その絵表示と意味
は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みく
ださい。

雷が鳴り出したら
機器や電源プラグには触れないでくだ
さい。
感電の原因となります。接触禁止

風呂・シャワー室では
使用しない
火災・感電の原因となります。

水場での
使用禁止

この機器の上に花瓶・植木鉢・
コップ・化粧品・薬品や水など
が入った容器、および小さな金
属物を置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感
電の原因となります。

水ぬれ
禁止

絵表示の例
図の中や近傍に具体的な禁止内容が

描かれています。

記号は注意（危険・警告を含む）を
促す内容があることを告げるものです。

感電注意

分解禁止

電源プラグを
コンセントから抜け

記号は禁止の行為であることを
告げるものです。

記号は行為を強制したり指示する内容を
告げるものです。

ご使用になる前に

安全上のご注意
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注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

通風孔をふさがない
内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が
開けてあります。次のような使いかた
はしないでください。内部に熱がこも
り、火災の原因となることがあります。

● あお向けや横倒し、逆さまにする
● 押し入れ・専用のラック以外の本箱など風通し
の悪い狭い場所に押し込む

● テーブルクロスをかけたり、じゅうたん・布団
の上に置いて使用する

禁止

禁止

禁止

必ず実施

電源コードは確実に接続し、
束ねたまま使用しない
電源コードを接続するときは接続口に確
実に差し込んでください。差し込みが不
完全な場合、火災・感電の原因となるこ
とがあります。
根元まで差し込んでもゆるみがあるコン
セントには接続しないでください。その
場合、販売店や電気工事店にコンセント
の交換を依頼してください。

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ
さい。発熱し、火災の原因となることがあります。

必ず実施

禁止

電源コードを
熱器具に近付けない
コードの被ふくが溶けて、火災・感電の
原因となることがあります。

禁止

電源プラグを抜くときは
電源コードを引っ張らずに必ずプラグを
持って抜いてください。コードが傷つき、
火災・感電の原因となることがあります。禁止

濡れた手で電源プラグを
抜き差ししない
感電の原因となることがあります。

必ず実施

必ず実施

禁止

機器の接続は説明書をよく読ん
でから接続する
テレビ・オーディオ機器・ビデオ機器な
どの機器を接続する場合は、電源を切り、
各々の機器の取扱説明書に従って接続し
てください。

また、接続には指定のコードを使用してください。
指定以外のコードを使用したり、コードを延長した
りすると発熱し、やけどの原因となることがありま
す。

電源を入れる前には
音量を最小にする
突然大きな音が出て、聴力障害などの原
因となることがあります。

長時間音が歪んだ状態で
使用しない
スピーカーが発熱し、火災の原因となる
ことがあります。

ぬれ手禁止

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いたところなど不
安定な場所に置かないでください。落ち
たり倒れたりして、けがの原因となるこ
とがあります。

次のような場所には置かない
火災・感電の原因となることがあります。
● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気
が当たるようなところ

● 湿気やほこりの多いところ
● 直射日光の当たるところや暖房器具の
近くなど高温になるところ

壁や他の機器から
少し離して設置する
放熱をよくするために、他の機器との間
は少し離して置いてください。ラックな
どに入れるときは、機器の天面や背面か
ら少し隙間をあけてください。内部に熱
がこもり、火災の原因となることがあり
ます。

電源プラグを
コンセント
から抜け

移動させるときは
まず電源を切り、必ず電源プラグをコン
セントから抜き、外部の接続コードを外
してからおこなってください。コードが
傷つき、火災・感電の原因となることが
あります。

禁止

電源プラグを
コンセント
から抜け

注意

重いものをのせない
機器の上に重いものや外枠からはみ出る
ような大きなものを置かないでくださ
い。バランスがくずれて倒れたり、落下
して、けがの原因となることがあります。

長期間の外出・旅行のとき、
またはお手入れのときは
安全のため必ず電源プラグをコンセント
から抜いてください。火災・感電の原因
となることがあります。

5 年に一度は内部の掃除を
販売店などにご相談ください。内部にほ
こりがたまったまま、長い間掃除をしな
いと火災や故障の原因となることがあり
ます。

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、
より効果的です。なお、内部の掃除費用について
は販売店などにご相談ください。

禁止

この機器に乗ったり、
ぶら下がったりしない
特に幼いお子様のいるご家庭では、ご注
意ください。倒れたり、壊れたりして、
けがの原因となることがあります。
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フェーダースタート機能

チャンネルフェーダースタート ···········································12
クロスフェーダースタート ·················································12
FADER（フェーダーカーブの設定） ·········································13
クロスフェーダートルクの調整方法 ···································13

USB設定

USBモードの切り替え ···················································14
USBオーディオ ·····························································14
USBオーディオ出力の設定 ················································14
USBオーディオ入力の設定 ················································14
MIDI ·············································································15
MIDI チャンネルの設定 ·······················································15
MIDIクロックの設定 ····························································15
MIDIレイヤーの操作 ···························································15

Utility 設定

Utility 操作 ··································································18
Owner Settingモード ························································19
Preset Export·····························································19
Preset Recall ······························································19
Preset Import ·····························································19

主な仕様 ···········································································20

系統図 ··········································································21

故障かな？と思ったら ························································22

保証と修理について ··························································22

総目次 取り扱い上のご注意

結露現象について
結露とは
冬期に暖房をした部屋の窓ガラスに水滴がつくような現象を
いいます。

結露が起こる条件は
冬期などに本機を戸外から暖房中の室内に持ち込んだり、部
屋の温度を暖房などで急に上げたりすると本機内部の動作部
に露がつき、正常に動作しなくなることがあります。
結露は、夏にエアコンの風が直接当たるところでも起こること
があります。その場合には本機の設置場所を変えてください。

結露後の処置は
● 結露が起こった場合は、電源を入れてしばらく放置してお
いてください。周囲の状況によって異なりますが、1 ～ 2
時間で使用できるようになります。

● ディスクに露がついている場合がありますので、きれいに
拭き取ってください。

ご使用になる前に

安全上のご注意 ································································I
取り扱い上のご注意 ·························································1
結露現象について ·································································· 1
設置について ·········································································· 2
テレビ放送の画面にしま模様が入る場合 ······························ 2
FMやAM放送を受信している場合 ···································· 2
お手入れについて ·································································· 2
使わないときは ······································································· 2
主な特長 ·········································································3
各部の名前とはたらき ·······················································4
トップパネル ············································································ 4
リアパネル ··············································································· 6
ディスプレイ ············································································ 7

接続のしかた

準備 ················································································8
接続に使用するケーブル ······················································· 8

基本操作

準備 ················································································9
MIC（マイクの入力） ·······················································9
ダッキング機能 ·································································9
MONITOR（ヘッドホンの出力） ·······································9

エフェクター機能

ビートブレーカー機能 ·····················································10
エフェクター画面 ····························································11
エフェクター操作 ····························································11
エフェクターユニット及びチャンネルの選択 ························11
BPMの設定 ········································································11
ビートの設定 ·········································································12
エフェクトの選択 ··································································12
エフェクトON/OFF ·····························································12
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テレビ放送の画面にしま模様が入る
場合
テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたままテレビ放
送を見ると、しま模様が出る場合がありますが、本機やテレビの
故障ではありません。テレビ放送を見る場合には本機の電源を
切ってご覧ください。

FMやAM放送を受信している場合
FMやAM放送を受信しているとき、本機の電源が入っていると
FMやAM放送の受信音に雑音が入る場合があります。本機を
使用しないときは電源を切ってください。

設置について
本機を設置箱やDJブースに設置するときは図の寸法の隙間を確保
して取付してください。

2.5mm

20mm 20mm

20mm

ステレオ音のエチケット
● 隣り近所への配慮（おもいやり）を十分
にいたしましょう。

● 特に静かな夜間は、小さな音でも通りや
すいものです。夜間の音楽鑑賞には、特
に気を配りましょう。

ふだん使わないとき
外出やご旅行の場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜
いてください。

移動させるとき
● 衝撃を与えないでください。

● 必ず、接続コードを外したことを確認し
てからおこなってください。

お手入れについて
キャビネットや操作パネル部分の汚れを拭き取るときは、柔らか
い布を使用して軽く拭き取ってください。
● 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従ってくださ
い。
ベンジン・シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機に
付着すると変質したり変色することがありますので使用しないで
ください。

使わないときは

ご
使
用
に
な
る
前
に
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３. デュアルエフェクト
 • 楽曲のBPM値に同期して、設定された拍数に連動するエ
フェクタを、独立して2系統搭載。新開発ビートブレーカの他、
ディレイ、エコー、リバーブ、ループ、フランジャー、フェーザー、
ピッチシフト等 11種類の多彩なエフェクタを内蔵します。

 • 複数のインプットチャンネルの信号を同時にエフェクタに送
出できる、エフェクトセンド構成を採用。A、Bの系統別エフェ
クトグループによる演出などを可能とします。

４. USBオーディオ＆MIDIインターフェイス
 • 8ch（ステレオ4系統）96kHz USBオーディオ入出力機能。

 • 低レイテンシを実現するASIOドライバを同梱します。

 • USBオーディオ入力を１ボタンで、各種系統が切換えられる、
USBアサインスイッチ機能を搭載します。

 • DJソフトを各チャンネル毎に制御できるMIDIレイヤー機能
を搭載。その他ほとんどのパネル面の操作をMIDI 出力で
きます。

 • 5pinDIN のMIDI 出力端子も搭載し、外部機器との同期に
対応します。

５. その他
 • USBメモリ等でプリセットデータを持ち運びできるプリセット
インポート/エクスポート機能を搭載。設定時間を短縮しま
す。

 • マイク入力時に背景音を減衰するダッキング機能を搭載しま
す。

 • チャンネルフェーダー、クロスフェーダースタート機能を搭載
します。

 • 本機は、4系統CD及びPHONO入力、4系統デジタル入力、
2マイク入力と、2系統マスタ出力、1系統ブース出力、1系
統REC出力、1系統デジタル出力を基本構成とし、1系統エフェ
クト入出力と4系統のUSBオーディオ入出力を装備します。
 更に、USB MIDI 及び端子出力のMIDI インターフェイス機
能を搭載する、96kHz/32bitDAC 対応の DJフルデジタル
ミキサーです。

１. 高音質設計
 • 96kHz/32bitフローディングDSPと、32bitDAコンバータ
（マスター出力）を搭載。高精度で忠実な音質を提供します。

 • EIN：127dB のローノイズディスクリートトランジスタ構成
マイクアンプ、S/N：89dB のディスクリートFET 構成
PHONOアンプを搭載します。

 • アナログ電源トランスは、ローノイズのRコアトランスを採
用。電源部には、大容量のDENON DJカスタム電解コン
デンサを搭載。更に、音声信号処理部は、音質用フィルム
コンデンサ、高精度金属皮膜抵抗を採用。圧倒的な高音質
を実現します。

２. プロの現場に応える操作性と高信頼性設計
 • 3.5inch 大型カラーLCDを搭載します。

 • 6 系統から自由に入力ソースを選択できる、マトリクスソース
セレクタを搭載します。

 • チャンネルフェーダーは、30万回の操作を保証する60mm
ロングストローク、高寿命コンダクティブプラスティックフェー
ダーを搭載します。

 • クロスフェーダーの操作力を調整できるトルク調整機構を内
蔵したFLEX FADERを搭載。自分好みの操作力に調整で
きます。

 • 各インプットチャンネルにアイソレータEQを搭載。更に、
各バンドのクロスポイント周波数はプリセットでカスタマイズ
可能です。

 • プッシュプル構成ディスクリートトランジスタドライブのヘッド
ホンアンプを搭載。400mW/40Ωの高出力を実現し、ど
の様な環境下でも、確実なモニタリングを支えます。

主な特長
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q マスターレベル調整つまみ（MASTER LEVEL）
マスター出力のレベルを調整します。
LIMITER LEDは、マスター出力リミッターの動
作状態を表示します。
• リミッターOFF： 消灯
• リミッターON： 緑色
• リミッター動作中： 赤色

w マスターエフェクトインサーションボタン
(EFX INS 1、2)
マスター出力信号に選択された側（EFX1、2）の、
各種エフェクト効果が得られます。

e ブースレベル調整つまみ（BOOTH LEVEL）
ブース出力のレベルを調整します。

r USBオーディオ入力アサインボタン
（USB ASSIGN CH/MASTER）
PCからのUSB Audio 入力信号のアサイン先を
切り替えます。
CH：
• CH（1～ 4）にアサインします。
MASTER：
• マスターバスおよびモニターバスにアサインしま
す。

t MIDIクロックボタン
（MIDI CLOCK START/STOP）
BPM値に応じたMIDIクロックをUSB MIDI お
よびMIDI 出力端子から、PC（ソフトウエア）あ
るいは外部機器へ送信できます。
START： MIDIクロックを送信開始します。
STOP： MIDIクロックの送信を停止します。

y ユーティリティ設定ボタン
（UTILITY/－USB A/USB B）
各種プリセット設定、システム情報の設定・変更・
参照ができます。
1秒以上長押しするとUSBモード切替画面が起
動し、USBデバイスモードかUSBホストモードを
選択できます。

u ビート/タイム変更ボタン（BEAT 、 ）
(Short) :ビート/タイムを減らします。
(Long) :ビート/タイムを増やします。

i タップボタン（TAP LOCK/AUTO/INPUT BPM）
TAP：
• ボタンをくり返し押すと、押下間隔によりBPM
（Beat Per Minutes）値を計測します。
LOCK：
• オートBPMモード中にこのボタンを1回押す
と自動計測されたBPM値はロックされます。

AUTO BPM：
• 1 秒間このボタンを押し続けるとオートBPM
モードになり、計測されたBPM値が表示され
ます。
INPUT BPM：
• 2 秒以上このボタンを押し続けるとBPMイン
プットモードになり、uビート・タイム変更ボタ
ンで、直接BPM値を入力できます。再度、こ
のボタンを押すと本モードは解除されます。

o ビート・タイムモード切り替えボタン（TIME/BACK）
TIME: 
• uビート/タイム変更ボタンでエフェクト効果を
ビート（拍数）により変更するか、タイム（時間）
により変更するかを選択します。

BACK（EFX 2 側のみ）：
• 設定画面操作中に、前画面に戻る場合に使用
します。

Q0 エフェクトCUEボタン（CUE）
CUEボタンをONにすると、エフェクトOFF状態
でもエフェクト音声をモニターできます。（DELAY、
ECHO、REVERBは除く）

Q1 エフェクト選択つまみ（EFX SELECT）
使用するエフェクトを選択します。
エフェクト機能（10ページ）を参照してください。

Q2 パラメータON/OFFボタン（ON/OFF）
エフェクトパラメータの ON/OFFを制御します。

Q3 エフェクトパラメータ調整つまみ
（PARAMETER MIN/MAX）
フィルターのカットオフ周波数等、エフェクタのパ
ラメータを調整します。選択したエフェクタにより
パラメータは変化します。

Q4 ドライ/ウェット調整つまみ（DRY/WET）
オリジナル音声とエフェクト音声の割合を調整しま
す。

Q5 エフェクトON/OFFボタン（ON/OFF）
EFX１、２それぞれのエフェクト効果をON/OFFし
ます。

Q6 クロスフェーダー（CROSS FADER）
AとBをミックスした音のそれぞれの混合比率を
調整します。
クロスフェーダーを左いっぱいにするとAの音の
み出力されます。クロスフェーダーを右側に動か
していくとBの音が次第に増加していき、Aの音
は減少していきます。中央ではAとBの音は同
じ混合比率となり、右いっぱいにしたときはBの
音のみ出力されます。

各部の名前とはたらき
各部のはたらきなど詳しい説明については、（　）内のページを参照してください。

トップパネル

R3
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W9

W8

W7

W6

W3

W4

W1

Q9

W0

Q8

Q7 Q6 E9R0

Q4
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Q2

Q0

Q1

u
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Q7 チャンネルインプットフェーダー（CH FADER）
選択された入力レベルを調整します。

Q8 ヘッドホン出力ジャック（PHONES）
1/4インチのステレオヘッドホンプラグを接続しま
す。

Q9 ヘッドホンレベル調整つまみ
（HEADPHONES LEVEL）
ヘッドホンの音量を調整します。

W0 ヘッドホンパン調整つまみ（PAN）
ヘッドホンでモニターするCUE音声とマスター音
声のバランスを調整します。

W1 スプリットCUEボタン（SPLIT CUE）
ヘッドホンモニタには2種類のモードがあります。
ステレオモード（SPLIT CUE OFF）：
• キュー信号とマスター信号がステレオでモニタ
できます。

SPLIT CUEモード：
• モノラルのキュー信号がヘッドホンの左側から聞
こえ、モノラルのマスター信号が右側から聞こ
えます。

W2 クロスフェーダーコンター調整つまみ
（CROSS FADER CONTOUR）
クロスフェーダーの立ち上がりレスポンスを調整し
ます。
スムースなロングランニングフェーダー（クロスミキ
シング操作）のときには滑らかなカーブに、トップ
パフォーマンスに必須なカットやスクラッチ効果のと
きには急激な立ち上がりカーブに調整できます。

W3 チャンネルフェーダーコンター調整つまみ
（CH FADER CONTOUR）
チャンネルフェーダーの立ち上がりレスポンスを調
整します。

W4 チャンネルフェーダースタートスイッチ
（CH FADER START）
このスイッチによりチャンネルフェーダースタート
機能をON/OFFします。

W5 クロスフェーダースタートスイッチ
（CROSS FADER START）
このスイッチによりクロスフェーダーのスタート機
能をON/OFFします。

W6 マイク送出レベル調整つまみ
（MIC SEND LEVEL）
マイク信号のマスタ出力への送出レベルを調整し
ます。

W7 マイクエフェクトインサーションボタン
(EFX INS 1、2)
マイク入力信号に、選択された側（EFX 1、2）の、
各種エフェクト効果が得られます。

W8 マイクEQ調整つまみ（HI/LOW）
マイク入力の周波数特性を-15dBから+15dB
まで調整します。

W9 ダッキングON/OFFボタン（DUCKING）
ダッキング機能をON/OFFします。このボタンが
点灯しているとマイクを除いた信号のレベルが減
衰します。
※ ダッキングの減衰量は「UTILITY」で調整する
ことができます。

E0 マイク1、2トリム調整つまみ (MIC1、2 TRIM)
マイク信号のレベルを調整します。

E1 マイク1、2 ON/OFFボタン（MIC1、2）
ボタンが点灯していると、マイク信号が有効にな
ります。

E2 ライン入力選択ボタン（CD/PHONO）
各チャンネルのライン入力をCD/PHONOで選択
できます。
CD:
• リアパネルLINE1～ 4 CD端子入力。
PHONO：
• リアパネルLINE1～ 4 PHONO端子入力。

E3 チャンネル入力ソース選択つまみ
（SOURCE SEL LN1/LN2/LN3/LN4/D1～４
/USB）
それぞれのチャンネルに６つの入力の中から選択
する事ができます。また、同じ入力を他のチャン
ネルで選択することもできます。
DIGITAL 選択時は赤色、USB選択時青色で点灯
します。

LINE1

SOURCE SEL

CH1 CH4

SOURCE SEL

LINE2
LINE3
LINE4

DIGITAL
USB

E4 MIDIレイヤーセレクトボタン（MIDI）
本ボタンが ONされると、選択されたチャンネル
の操作子がMIDIコントローラとして機能します。
また、EQ調整つまみのリングが青色に点灯します。

E5 チャンネル入力レベル調整つまみ（LEVEL）
選択された入力のレベルを調整します。

E6 チャンネルアイソレータEQ調整つまみ
（HI、MID、LOW）
選択した入力の周波数特性を変化します。
中央位置では、周波数特性はフラットです。
-∞で各帯域を完全にカットすることができます。

E7 チャンネルレベルメーター
レベルE5と、EQE6のレベル調整後のレベルを表
示します。

E8 チャンネルエフェクトセンドボタン
（EFX SEND 1、2）
チャンネル音声信号に、選択された側（EFX1、2）
の、各種エフェクト効果が得られます。複数のチャ
ンネルで同じエフェクト（EFX1、2）を選択するこ
とも可能です。
各チャンネルで選択された側のEFXボタンが点灯
します。

E9 チャンネルキューボタン（CUE）
CUEボタンを押すとそれぞれのソースがヘッドホン
とメーターキューに送られます。キューボタンを複
数押すとキューボタンにより選択されたチャンネル
がミックスされます。
※ ミックスしないSOLOモードもプリセット選択可
能です。

R0 クロスフェーダーアサインスイッチ（A/THRU/B）
A、B：
• チャンネルのソースをクロスフェーダーのAま
たはBに設定します。

THRU:
• チャンネルのソースをクロスフェーダーに設定し
ないときに選択します。

R1 マスターバランス調節つまみ (BAL)
マスター出力の L/Rのバランスを調整します。

R2 キューマスターレベルメーター（L/CUE、R/PGM）
切り替えにより2つの表示モードが可能です。
スプリットCUE OFF：
• マスター出力音声レベルを表示します。
スプリットCUE ON：
• 右チャンネルマスターCUE（モノラル）、左チャ
ンネルCUE（モノラル）の音声レベルを表示し
ます。

R3 SIG/PK
マイク入力レベル用シグナル/ピークメータです。
消灯：
• 入力無し。（－60dBFS未満）
緑色：
• 入力有り。（－60dBFS 以上～－20dBFS 未
満）

橙色：
• 入力適正レベル（－20dBFS以上～－6dBFS
未満）

赤色：
• 入力レベルオーバー（－6dBFS以上）
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リアパネル

P
U
S
H

P
U
S
H

t y u i o Q0 Q1 Q2 Q5

q Q3 Q4Q6 r we

Q1 ブースアウト端子（BOOTH）
この TRS端子はトップパネルにもうけられている
ブースレベル調整つまみにより調整されるバランス
型のライン出力端子です。
ピン配置：TRS
Sleeve グランド(GND)
Tip ホット（HOT）
Ring コールド（COLD）

Q2 センド端子（SEND）/Q3リターン端子（RETURN）
1/4 インチTSタイプのジャックに対応した、外
部エフェクター接続用端子です。
モノラル出力のエフェクターを使用するときは、
Lch のみ接続します。
SEND（出力）：
• 外部エフェクターの入力端子に接続します。
RETURN（入力）：
• 外部エフェクターの出力端子に接続します。

Q4 MIC1 入力端子（MIC1）
XLRコネクターのバランス型または 1/4インチ
TRSプラグのバランス型コンボジャックで、マイク
ロホンを接続します。
ピン配置：
1. グランド（GND）
2. ホット（HOT）
3. コールド（COLD）
適応端子：
CANNON XLR-3-32または同等品

Q5 MIC2 入力端子（MIC2）
1/4インチTRSプラグのバランス型マイクロホン
を接続できます。
ピン配列：TRS
Sleeve グランド(GND)
Tip ホット（HOT）
Ring コールド（COLD）

Q6 電源スイッチ（POWER）
本機の電源をON（h）、OFF（j）します。

q フォノ1、2、3、4/CD1、2、3、4入力端子
（PHONO1、2、3、4、CD1、2、3、4）
このアンバランス型のステレオRCA端子はMM
カートリッジ（ムービングマグネット式）のターン
テーブル（RIAA）またはCDプレーヤーのような
機器を接続します。

w デジタル1、２、３、４入力端子
CDプレーヤー及びデジタルプレーヤーのデジタ
ル出力端子を接続します。

e デジタル出力（同軸）端子
（COAXIAL DIGITAL OUT）(44.1/48/96kHz)
この RCA 端子はデジタル出力データを出力す
る端子です。この信号はマスターレベルの調整
の影響は受けません。デジタル信号用（75Ω/
ohm）のRCAコードを使用することをお勧めしま
す。（オーディオ/ビデオ店で購入できます。）

r フェーダー出力端子（LINE1、2、3、4FADER）
この端子をDN-S1200、DN-S3700 等のフェー
ダー入力端子に接続します。接続には3.5mmス
テレオミニジャックを使用します。

t USB B 端子
パソコンと接続し、USB MIDI、HID、USBオーディ
オ信号を送受信します。
USB 2.0 HighSpeedに対応します。

y USB A 端子
USBメモリやUSB HDD等マスストレージデバイ
スを１台のみ接続可能です。
（※USB HUB非対応）
USB 2.0 HighSpeedに対応します。

u MIDI 出力端子
５Pin DINコネクタ出力
MIDI 対応機器と接続します。

i 録音出力端子（REC OUT）
この端子は録音出力端子です。

o マスター出力（アンバランス型）端子
（MASTER OUT UNBALANCED）
この端子はアンバランスのライン出力端子です。
アンプや調整卓のアンバランスのアナログ入力端
子に接続して使用します。

Q0 マスター出力（バランス型）端子
（MASTER OUT BALANCED）
この XLR端子はバランス型ライン出力の端子で
す。
アンプや操作卓のバランス型のアナログ主力端子
へ接続して使用します。
ピン配置：
1. グランド（GND）
2. ホット（HOT）
3. コールド（COLD）
適応端子：
CANNON XLR-3-32または同等品
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ディスプレイ

t

q w re

q INT/ EXTインジケータ
現在使用しているPreset の場所が表示されます。
INT : 内部 Preset 情報を使用しています。
EXT : USBデバイスに入っているPreset 情報を

使用しています。

w USB A/USB Bインジケーター
現在のUSBモード表示されます。
USB A : USBホストモード
USB B : USB デバイスモード

e EQ Lockインジケーター
EQ 及びフェーダーがロックされた時に点滅しま
す。

r MIDIインジケーター
MIDI 通信を行なっているときに表示されます。

t ナビゲーション・ディスプレイ
操作したときに現在の状況を表示します。

ご
使
用
に
な
る
前
に



8

ご
使
用
に
な
る
前
に

接
続
の
し
か
た

基
本
操
作

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
機
能

フ
ェ
ー
ダ
ー
ス
タ
ー
ト
機
能

U
SB
設
定

U
tility

設
定

主
な
仕
様

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

保
証
と
修
理

接続のしかた

ご注意
耳を刺激するような大きな音量で長時間聞くことは避けてください。

接続の際は、各機器の取扱説明書もあわせて
ご覧ください。
接続図を参照してください。
1. 接続の際は、AC電源が『オフ』であること
を確かめてください。
2. 高品質のオーディオ・ケーブルを使用するこ
とをお勧めします。
3. 過度に長いケーブルを使用しないでくださ
い。各種プラグは確実に挿入してください。
不完全な接続はノイズ等を引き起こし、スピー
カーを破損させる場合があります。
4. 音量調節つまみが全て『ゼロ』で、各機器の
電源が『オフ』であることを確かめてください。
5. 入出力端子にケーブルを接続してください。
6. パワーアンプに出力を接続してください。

ご注意
● 電源を入れる場合は、最初にCDプレーヤーなど
のオーディオ再生装置の電源を入れてください。そ
の後、本機、そして最後にアンプの電源を入れてく
ださい。

● 電源を切る場合は、最初にアンプ、次に本機、そし
て次にCDプレーヤー等の再生装置の電源を切っ
てください。

準備

接続に使用するケーブル
ご使用になる機器に合わせて、ケーブルをご用
意ください。

音声ケーブル

RCA入出力端子用

R

L

R

L

RCAピンプラグ

SEND/RETURN端子用
アンバランス アンバランス

同軸マイク入力用
バランス バランス

1/4 インチ TRS XLR3-11C相当

マスター出力（バランス）用
バランス バランス

1/4 インチ TS 1/4 インチ TS

1=グランド 2=ホット

3=コールド
        スリーブ=グランド
     リング =コールド
  チップ =ホット

2=ホット 1=グランド

3=コールド
スリーブ=グランド
 リング =コールド
 チップ =ホット

1/4インチTRSXLR3-11C相当 ASIOドライバーアプリケーションがインストールされているコンピューター
● 本機の接続可能なコンピュータのOSバージョン
 Windows XP SP2、Vista、Mac OSX 10.4またはそれ以上
 このOSバージョン以外のコンピュータではUSB MIDI に対応していないため、本機とUSB 接続後、コンピュータ
が異常動作する場合があります。

● Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標
です。 Mac、Mac OSは、米国およびその他の国におけるApple Computer Inc. の商標または登録商標です。

P
U
S
H

P
U
S
H

メインバランス
パワーアンプ

メインアンバランス
パワーアンプ

USB B 端子

USBフラッシュ

バランスマイク

DN-S3700

1/4 インチ
TRS (TS)
プラグ

テープデッキ

DN-S3700 DN-S3700

CDレコーダ
またはPC

DN-S3700

ブースバランス
パワーアンプ

エフェクトプロセッサー

シーケンサー

レコード
プレーヤー

同軸マイク

XLRまたは
1/4 インチ
TRS (TS)
プラグ

DN-X1700

レコード
プレーヤー

接
続
の
し
か
た
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準備

1 POWERスイッチをONにします。

2 使用する1から4のチャンネルのソース（LN1～LN4、D1
～D4、USB）をSOURCE SELECTノブで選択します。
LINE入力の、CD入力またはPHONO入力の選択は、各
LINEのSELボタンで設定します。

3 レベルメーターを確認し、チャンネル入力レベル調整つま
みで入力レベルの調整をします。

4 チャンネルEQノブ（HI、MID、LOW）で音質の調整をしま
す。

5 クロスフェーダーアサインスイッチにより、チャンネル信
号のアサイン先を決定します。
クロスフェーダーを使用しないときは、THRUにします。

6 チャンネルフェーダーとクロスフェーダーで音量を調整し
ます。

7 MASTER LEVELノブで出力レベルを調整します。

MIC（マイクの入力）

1 MICを使用するときは、MIC1またはMIC2ボタンを押し
ONにします。

2 MIC1 TRIMつまみでMIC1 の音 量を調 節し、MIC2 
TRIMつまみでMIC2の音量を調節します。
音声を入力しながら、SIG/PKのLEDを監視して、LEDが
時々赤が点灯しながら歪みが無く、アンバー点灯となる程
度が適正な調整です。

3 マイクのイコライザーつまみHI、LOWで音質を調整しま
す。

4 DUCKINGスイッチをONにすると、マイクの入力があっ
た時にマイク音声以外のすべての出力が減衰します。

5 マイク入力にエフェクト機能を加える場合は、MIC EFX 
INSをONにします。

MONITOR（ヘッドホンの出力）

1 各チャンネルのCUEボタンでモニタするソースを選択し
ます。選択されるとCUEボタンが点灯します。
チャンネル1～4とEFX1、EFX2のCUEモニタが選択で
きます。

2 STEREO/ SPLIT CUEモードの選択
SPLIT CUEボタンによりSTEREO/ SPLIT CUEモード
の選択をします。選択されるとSPLIT CUEボタンが点灯
します。
スプリットキュー（モノラル）モード時は、ヘッドホンの左
側スピーカーにキュー選択された信号、右側スピーカーに
はマスターの信号が出力されます。
STEREOモード時は、マスター信号と、キュー選択された
信号が、ステレオで出力されます。

3 PANノブで、CUE信号と、マスタ出力信号のバランスを調
整します。左に回すと、ヘッドホンからはCUE信号のみ
出力されます。右に回すと、マスタ出力信号のみが出力さ
れます。

4 LEVELノブで、お好みのヘッドホン出力レベルに調整しま
す。

基本操作

ダッキング機能
ダッキング機能は、マイク入力を検出して、マスター出力の音
楽信号レベルを減衰する機能です。マイクを使用する場合に、
マイクの音声が、音楽に埋もれてしまうのを防ぎます。

1 ダッキング機能を有効にするには、DUCKINGボタンを
ONにしてください。ボタンが点灯します。

2 ダッキングが動作する時のマスター出力の減衰レベルは、
Utilityモードで、-30dB±10dBの範囲で設定できます。

基
本
操
作



10

ご
使
用
に
な
る
前
に

接
続
の
し
か
た

基
本
操
作

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
機
能

フ
ェ
ー
ダ
ー
ス
タ
ー
ト
機
能

U
SB
設
定

U
tility

設
定

主
な
仕
様

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

保
証
と
修
理

エフェクター機能
本機は、楽曲のBPM値に同期して設定された、拍数に連動するエフェクタを、独立して2系統
搭載しています。また、複数のインプットチャンネルの信号を同時にエフェクタに送出できるエフェ
クトセンド構成を採用しており、A、Bの系統別エフェクトグループによる演出や2系統のエフェク
タを、チャンネル入力とマスター出力で異なるエフェクト効果を加える等、多彩な音響効果を演出
できます。

[エフェクトの種類と動作内容 ]

No エフェクト名 エフェクト動作内容

1 Delay Beat 設定時間遅延した信号を加算します。

2 Echo Beat 設定時間遅延のエコー信号を加算します。

3 Trans Beat 設定時間で信号をカットします。

4 Flanger Beat 設定の LFO周期で遅延時間を可変した信号を加算します。

5 Filter Beat 設定時間でフィルタカットオフを可変します。

6 Phaser Beat 設定の LFO周期で位相可変した信号を加算します。

7 Reverb Beat 設定時間遅延のリバーブ信号を加算します。

8 Loop 当社DJ機器の LOOP機能と同様のループサンプラー処理します。

9 Rev. Loop 上記ループ信号をリバース再生処理します。

10 Pitch Shift 入力信号をピッチシフト処理して出力します。

11 BeatBreaker 拍のアタック音をビートパターンに応じて部分挿入処理します。

12 SEND/RTN
外部エフェクタにエフェクト選択された信号を送受信します。
※ EFX1、EFX2で同時に選択する事はできません。
※エフェクトパラメータ調整つまみ：リターンレベルボリュームとして動作します。

※正常なエフェクト効果を得るために、楽曲の拍数に合うようにBPM値を設定してください。

ビートブレーカー機能

1. BeatBreakerとは
BeatBreaker は BPM値から得られる1小節分の音楽信号を1/4 拍ずつ16個に分解し、プ
リセットされたビートパターンに置き換えて再生することで、元々の楽曲のビートを変化させる効
果を生むエフェクタです。

2. 動作内容
ビートパターンは、16個のブロックで構成され、ブロックが点灯状態の時、その音声を拍の最
初の音声に置き換えます。
エフェクトがONになると、再生中のブロックが青く光ります。

例：
q

w

e

Pattern

Snare

Kick

Snare

Kick

図のqのパターンの場合、wの音楽信号が入力されると、最初 1/4 拍の音声が、点灯して
いる部分に置き換えられた、eの音声が出力されます。

3. 操作方法
エフェクトON/OFFボタンで、ONされたタイミングを先頭に効果を加えます。ビートパターンは、
Beat  ボタンで選択します。
Utilityモードで5種類のユーザープリセットを作成することができます。

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
機
能
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エフェクター画面

q

o

w

e
r

y

u

i

Q0 tQ1

エフェクター操作

エフェクターユニット及びチャンネルの選択
インプットチャンネルの場合：
EFX SEND 1/2ボタンで、使用するエフェクトユニットを選択
します。複数のチャンネルで同じエフェクトを選択可能です。

マイク入力、マスター出力の場合：
EFX INS 1/2ボタンで、使用するエフェクトユニットを選択し
ます。インサーション動作となり、単一チャンネル選択です。

※全チャンネルとも、同時に両方のエフェクトユニットを選択する
事はできません。

q エフェクトディスプレイ
選択中のエフェクト名称を表示します。

w BPMモードインジケータ
AUTO : 
• BPMモードがAUTO BPMのときAUTOを表示します。
TAP :
• TAP入力モードのときTAPを表示します。
INPUT ：
• INPUTモードのときINPUTを表示します。

e BPMソースインジケータ
• オートBPM検出中の信号ソースを表示します。

r ロックアイコン
• BPMがロックしているときに点灯します。

t エフェクターBPMディスプレイ
• 現在のBPM値を表示します。

y ビートディスプレイ
• ビート（拍数）設定値を表示します。

u タイムディスプレイ

i ビートディスプレイバー

o タイムディスプレイバー

Q0 パラメータノブインジケーター

Q1 ドライ/ウェットノブインジケーター

BPMの設定

1 オートBPMカウンターがオフのとき、TAPボタンを約1
秒以上押しているとオートBPMカウンターがオンになり
ます。

2 オートBPMカウンターがオンのときTAPボタンを短く1
回押すと、オートBPMで計測したデータがロックされま
す。
※ オートBPMカウンターの計測チャンネルは、最後に
EFX SEND/INSでエフェクトユニットを選択したチャ
ンネルが有効となります。

3 TAPボタンを2秒以上押し続けると、BPMマニュアルイ
ンプットが可能になります。BEAT  ボタンを押し
て直接BPM値を設定できます。

4 TAPボタンを繰り返し押す間隔によりBPMが計測されま
す。

エ
フ
ェ
ク
タ
ー
機
能
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エフェクトの選択
エフェクト選択つまみを回してエフェクトを選択し、つまみを押し
て希望のエフェクトを確定します。

エフェクトON/OFF
エフェクトON/OFFボタンを押すと、エフェクトをON/OFFしま
す。

ビートの設定

1 BEAT  ボタンを押して、拍数を設定します。

2 TIMEボタンを押すと時間入力モードに切換えられます。
BEAT  ボタンで時間調整ができます。

3 再度TIMEボタンを押すと、拍数の設定モードに戻ります。

クロスフェーダースタート

1 チャンネル入力ソース選択つまみでLINE1 CD、LINE2 
CD、LINE3 CD、LINE4 CDのいずれかの希望するソース
を選びます。

2 クロスフェーダーアサインスイッチをAまたはBに設定
します。

3 クロスフェーダースタートスイッチをONにします。

4 クロスフェーダーをスタートさせたい入力（A）とは逆の方
向いっぱいの位置に移動させます。
【例】Aに接続されたCDプレーヤーをスタートさせる場合

5 接続されたCDプレーヤーをスタンバイ状態にします。

6 クロスフェーダーコンター調整つまみを右いっぱいに回
し、クロスフェーダーの立ち上がりを急なカーブに設定し
ます。

7 クロスフェーダーを反対方向に動かすと接続されたCDプ
レーヤーは再生を開始します。

チャンネルフェーダースタート

1 チャンネル入力ソース選択つまみでLINE1 CD、LINE2 
CD、LINE3 CD、LINE4 CDのいずれかの希望するソース
を選びます。

2 チャンネルフェーダースタートスイッチをONにします。

3 CH1、CH2、CH3またはCH4のチャンネルインプット
フェーダーつまみを下いっぱいの位置にします。

4 接続されたCDプレーヤーをスタンバイ状態にします。

5 チャンネルインプットフェーダーつまみを上に動かすと、
接続されたCDプレーヤーが再生を開始します。その後、
チャンネルインプットフェーダーつまみを下いっぱいに動
かすと接続されたCDプレーヤーは停止します。

フェーダースタート機能

フ
ェ
ー
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ー
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能
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ご注意
● クロスフェーダーは精密な構造となっているため、無理な締め付けやゆ
るめすぎると壊れたり、性能に影響をおよぼす場合があります。

クロスフェーダートルクの調整方法

1 前面パネルのゴムキャップをはずします。

2 クロスフェーダーを右端に移動し、ネジ頭が見える状態に
します。

3 ドライバを挿入して、摺動トルクを調整します。

右回ししたとき：摺動トルクが増えて動作が重くなります。
左回ししたとき：摺動トルクが減り動作が軽くなります。

4 前面パネルのゴムキャップを取り付けます。

FADER（フェーダーカーブの設定）

1 チャンネルフェーダー
CONTOUR調整ノブを左に回すと立ち上がりが緩いカー
ブ特性、右に回すと立ち上がりが急なカーブ特性になりま
す。中心位置では上記の中間的なカーブ特性になります。
※ チャンネル1～4は同じカーブ特性になります。

2 クロスフェーダー
CONTOUR調整ノブを左に回すと立ち上がりが緩いカー
ブ特性になります。
右に回すと立ち上がりが急峻な特性になり、カットイン/
カットアウトします。
中心位置では上記の中間的なカーブ特性になります。

フ
ェ
ー
ダ
ー
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能
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USBオーディオ出力の設定
USBオーディオ出力は、１～ 4のインプットチャンネル（Pre 
EQ）、マイク入力（Post Send VR）、マスター出力（Pre 
Limiter）、REC 出力から任意の 4系統の、音声ソースを選択
できます。
USBオーディオ出力レベルは、Utility 設定で、調整可能です。

1 UTILITYボタンを押します。Utilitiy設定画面が表示され
ます。

2 EFX2のエフェクト選択つまみで、Audio Setting→　
USB Audio setting → Output Source Selectを選択
します。表示される選択画面で、各USB出力チャンネル
にアサインする音声ソースを選択します。

3 UTILITYボタンを押します。Utility設定モードを終了し
ます。

USBオーディオ入力の設定
USBオーディオ入力のアサイン先は、以下の２つ
のモードを、USBオーディオ入力アサインボタン
で設定します。
選択された側の LEDが点灯します。
USBオーディオ入力レベルは、Utility 設定で、
調整可能です。モード毎に、調整値を記憶します。

①CH INPUTモード
DJソフトウェアのミキサー機能を使用せずに、DN-X1700で
ミックスする場合に選択します。
各USBオーディオ入力信号を、以下に示す構成でアサイン
します。
USB 1/2チャンネル入力 → インプットチャンネル１
USB 3/4チャンネル入力 → インプットチャンネル２
USB 5/6チャンネル入力 → インプットチャンネル３
USB 7/8チャンネル入力 → インプットチャンネル４

②MASTERモード
DJソフトウェアのミキサー機能を使用して、DN-X1700と併
用する場合に本モードを選択します。
各USBオーディオ入力信号を、以下のバスにアサインします。
USB 1/2チャンネル入力 → マスターバス
USB 3/4チャンネル入力 → CUEモニターバス
USB 5/6チャンネル入力 → 無効
USB 7/8チャンネル入力 → 無効
DJソフトのミキサー出力を、DN-X1700で内部バスミックス
します。

※ DJソフトウェアのオーディオ出力設定は、上記仕様に合わせ
てください。

USBオーディオ
本機は、最大、8ch（ステレオ4系統）、24bit、96kHzのUSBオー
ディオ入出のサウンドカード機能を搭載しています。サンプリング
周波数は、44.1k、48k、96kHzから、Utility 設定で選択でき
ます。（工場出荷時：96kHz）

※ Windows XP, Vista 等の OS のコンピュータと接続する
場合は、付属の CD-ROMの DENON DJ ASIOドライバ 
Ver2をインストールして下さい。Ver1 のドライバを既にイ
ンストールされている場合は、Ver1をアンインストール後に、
Ver2 のドライバをインストールして下さい。

※ 使用するコンピュータに応じて、Utility 設定の System 
Setting → PC/MAC項を設定して下さい。

USBモードの切り替え
USB A 端子（USBホストモード）と、USB B 端子（USBデ
バイスモード）の各動作モードで、以下の機能を実現します。
USB A：
 • プリセットデータインポート/エクスポート機能
 • バージョンアップ
USB B：
 • USBオーディオインターフェイス機能
 • USB MIDI インターフェイス機能

電源投入時の動作モードは、Utility 設定で選択できます。
（工場出荷時：USB A）
USB A（ホストモード）から、USB B（デバイスモード）に切り
替えるには

1 UTILITYボタンを１秒押します。

2 以下の画面に移行します。

3 EFX2のエフェクト選択つまみでOK/Cancelを選択し、
つまみを押して確定します。

4 インジケータが、USB-AからUSB-Bに変わり、デバイス
モードが動作します。
(※USB B端子にコンピュータが接続されていない状態
が一定時間経過すると、インジケータはUSB-Aに変わり、
自動的にホストモードに切り替わります。）

5 再び、ホストモードを選択する場合は、UTILITYボタンを
１秒押して同様の手順で設定します。

USB設定

U
SB
設
定
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MIDI クロックの設定
EFX2で、設定されたBPM値に同期した、MIDIクロックを
出力します。（60～ 300BPM）

1 MIDI CLKボタンを押します。

2 USB MIDI、MIDI出力端子から、MIDIクロックが出力され
ます。MIDI CLKボタンが点灯します。

MIDI チャンネルの設定

1 UTILITYボタンを押します。

2 EFX2のエフェクト選択つまみで、MIDI Setting → MIDI 
INPUT CHもしくはMIDI OUTPUT CH を選択します。
各MIDIチャンネルを設定します。

MIDI レイヤーの操作
各インプットチャンネルは、MIDIコントローラとして外部機器及
びソフトをコントロールする、MIDIレイヤー機能を搭載していま
す。

1 MIDIボタンを押します。EQ調整つまみのリングが青色
に変わり、MIDIレイヤー動作します。

2 パネル面の操作に応じてMIDIコマンドを出力します。
操作内容はDN-X1700に反映されません。また、MIDI信
号を受信してLEDを点灯/消灯します。
• MIDI出力動作ブロック
EQ調整つまみ（HI/MID/LOW）、EFX SEND 1/2ボタ
ン、CUEボタン、チャンネルフェーダー

• MIDI入力動作ブロック
チャンネルレベルメータ、EFX SEND 1/2ボタン、CUE
ボタン表示

3 MIDIボタンを再度押すと、EQ調整つまみのリングがアン
バーに変わり、MIDIレイヤー動作を終了します。操作内
容は、MIDI出力されずに、DN-X1700に反映されます。

4 MIDIレイヤー終了時のEQ調整つまみ、及びインプット
フェーダーの位置と、DN-X1700の内部状態が異なる場
合、DN-X1700は、各操作子の位置を反映せずに、内部状
態をロックします。ロック中は、EQ調整つまみのリング
を点滅します。

5 ロック中の操作子を操作すると、ロック画面が表示され、
ロックアイコンと、ロック位置（赤色ライン）を示します。

6 操作子がロック位置と合致すると、ロックが解除され、操
作内容がDN-X1700に反映されます。

MIDI
本機は、USB MIDI 入出力と、5pinDIN の MIDI 出力機能を
搭載しています。
ほぼ全ての操作子のMIDIコントロール機能と、MIDIクロック
に対応します。

U
SB
設
定
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MIDIコマンドリスト
送信コマンド

Items
MIDI command

Command Number Value

CH1

EQ HIGH VR 0xBn 0x02 0x00 to 0x7F

EQ MID VR 0xBn 0x03 0x00 to 0x7F

EQ LOW VR 0xBn 0x04 0x00 to 0x7F

FADER 0xBn 0x05 0x00 to 0x7F

EFFECT SEND1 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x01 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SEND2 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x02 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x03 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIDI LAYER mode 0xBn 0x46 OFF : 0x00 / ON : 0x7F

CH2

EQ HIGH VR 0xBn 0x08 0x00 to 0x7F

EQ MID VR 0xBn 0x09 0x00 to 0x7F

EQ LOW VR 0xBn 0x0A 0x00 to 0x7F

FADER 0xBn 0x0B 0x00 to 0x7F

EFFECT SEND1 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x05 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SEND2 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x06 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x07 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIDI LAYER mode 0ｘBn 0x47 OFF : 0x00 / ON : 0x7F

CH3

EQ HIGH VR 0xBn 0x0D 0ｘ00 to 0x7F

EQ MID VR 0xBn 0x0E 0ｘ00 to 0x7F

EQ LOW VR 0xBn 0x0F 0ｘ00 to 0x7F

FADER 0xBn 0x10 0ｘ00 to 0x7F

EFFECT SEND1 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x09 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SEND2 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x0A SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x0B SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIDI LAYER mode 0ｘBn 0x48 OFF : 0x00 / ON : 0x7F

CH4

EQ HIGH VR 0xBn 0x012 0ｘ00 to 0x7F

EQ MID VR 0xBn 0x13 0ｘ00 to 0x7F

EQ LOW VR 0xBn 0x14 0ｘ00 to 0x7F

FADER 0xBn 0x15 0ｘ00 to 0x7F

EFFECT SEND1 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x0D SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SEND2 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x0E SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x0F SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIDI LAYER mode 0ｘBn 0x49 OFF : 0x00 / ON : 0x7F

CROSS FADER CROSS FADER 0ｘBn 0x16 0x00 to 0x7F

MASTER

MASTER LEVEL VR 0xBn 0x19 0x00 to 0x7F

BALANCE VR 0xBn 0x1A 0x00 to 0x7F

BOOTH LEVEL VR 0xBn 0x1B 0x00 to 0x7F

EFFECT INSERT1 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x11 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT INSERT2 SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x12 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

Items
MIDI command

Command Number Value

EFFECT1

BEAT UP SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x16 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

BEAT DOWN SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x17 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

TAP SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x18 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

TIME SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x19 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1A SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SELECT KNOB SW SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1B SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

PARAMETER SW SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1C SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT ON/OFF SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1D SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SELECT KNOB 0ｘBn 0x44
Increment   0x00
Decrement 0x7F

PARAMETER VR 0xBn 0x1C 0ｘ00 to 0x7F

DRY/WET VR 0ｘBn 0x1D 0ｘ00 to 0x7F

EFFECT2

BEAT UP SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1E SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

BEAT DOWN SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x1F SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

TAP SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x20 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

TIME SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x21 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

CUE SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x22 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SELECT KNOB SW SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x23 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

PARAMETER SW SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x24 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT ON/OFF SW ON : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x25 SW ON  : 0x40 / SW OFF : 0x00

EFFECT SELECT KNOB 0ｘBn 0x45
Increment   0x00
Decrement 0x7F

PARAMETER VR 0xBn 0x1E 0ｘ00 to 0x7F

DRY/WET VR 0ｘBn 0x1F 0ｘ00 to 0x7F

MIC/PHONES

MIC EQ HIGH VR 0xBn 0x21 0ｘ00 to 0x7F

MIC EQ LOW VR 0xBn 0x22 0ｘ00 to 0x7F

MIC SEND LEVEL VR 0xBn 0x23 0ｘ00 to 0x7F

MIC1 ON/OFF SW ON  : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x26 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIC2 ON/OFF SW ON  : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x27 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIC EFFECT INSERT1 SW ON  : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x28 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

MIC EFFECT INSERT2 SW ON  : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x29 SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

DUCKING SW ON  : 0x9n / SW OFF : 0x8n 0x2A SW ON : 0x40 / SW OFF : 0x00

Others Utility mode 0xBn 0x4A
Utility mode on : 0x7F
Utility mode off : 0x00

* n=MIDI CH

U
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受信コマンド

Items
MIDI command

Command Number Value

LED 0xBn 

CH1

Level Meter -40dB
ON TRG : 0x50
OFF TRG : 0x51

0x01

Level Meter -30dB  0x02

Level Meter -20dB  0x03

Level Meter -15dB  0x04

Level Meter -10dB  0x05

Level Meter -7dB  0x06

Level Meter -4dB  0x07

Level Meter -2dB  0x08

Level Meter -1dB  0x09

Level Meter 0dB  0x0A

Level Meter 1dB  0x0B

Level Meter 2dB  0x0C

Level Meter 4dB  0x0D

Level Meter 7dB  0x0E

Level Meter 10dB  0x0F

Level Meter PEAK  0x10

CH2

Level Meter -40dB  0x11

Level Meter -30dB  0x12

Level Meter -20dB  0x13

Level Meter -15dB  0x14

Level Meter -10dB  0x15

Level Meter -7dB  0x16

Level Meter -4dB  0x17

Level Meter -2dB  0x18

Level Meter -1dB  0x19

Level Meter 0dB  0x1A

Level Meter 1dB  0x1B

Level Meter 2dB  0x1C

Level Meter 4dB  0x1D

Level Meter 7dB  0x1E

Level Meter 10dB  0x1F

Level Meter PEAK  0x20

CH3

Level Meter -40dB  0x21

Level Meter -30dB  0x22

Level Meter -20dB  0x23

Level Meter -15dB  0x24

Level Meter -10dB  0x25

Level Meter -7dB  0x26

Level Meter -4dB  0x27

Level Meter -2dB  0x28

Level Meter -1dB  0x29

Level Meter 0dB  0x2A

Level Meter 1dB  0x2B

Level Meter 2dB  0x2C

Level Meter 4dB  0x2D

Level Meter 7dB  0x2E

Level Meter 10dB  0x2F

Level Meter PEAK  0x30

Items
MIDI command

Command Number Value

LED 0xBn 

CH4

Level Meter -40dB  0x31

Level Meter -30dB  0x32

Level Meter -20dB  0x33

Level Meter -15dB  0x34

Level Meter -10dB  0x35

Level Meter -7dB  0x36

Level Meter -4dB  0x37

Level Meter -2dB  0x38

Level Meter -1dB  0x39

Level Meter 0dB  0x3A

Level Meter 1dB  0x3B

Level Meter 2dB  0x3C

Level Meter 4dB  0x3D

Level Meter 7dB  0x3E

Level Meter 10dB  0x3F

Level Meter PEAK  0x40

CH1

EFX SEND1  0x41

EFX SEND1 Dimmer  0x42

EFX SEND2  0x43

EFX SEND2 Dimmer  0x44

CUE  0x45

CUE Dimmer  0x46

CH2

EFX SEND1  0x47

EFX SEND1 Dimmer  0x48

EFX SEND2  0x49

EFX SEND2 Dimmer  0x4A

CUE  0x4B

CUE Dimmer  0x4C

CH3

EFX SEND1  0x4D

EFX SEND1 Dimmer  0x4E

EFX SEND2  0x4F

EFX SEND2 Dimmer  0x50

CUE  0x51

CUE Dimmer  0x52

CH4

EFX SEND1  0x53

EFX SEND1 Dimmer  0x54

EFX SEND2  0x55

EFX SEND2 Dimmer  0x56

CUE  0x57

CUE Dimmer  0x58
* n=MIDI CH
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Utility操作
ユーティリティモードでは、機器内部の各種プリセットデータが
設定できます。

1 UTILITYボタンを押すとユーティリティ画面が表示され
ます。

2 EFFECT SELECT2ノブを使って項目を選択し、ノブを押
下して項目を確定します。
確定されると、以下の表に示す階層で、項目及びデータが
切り替わります。
選択を戻すにはBACKボタンを押すと１つ前の画面に戻
ります。

3 ユーティリティモード中、UTILITYボタンを押し、ユー
ティリティモードをオフにします。
設定されたデータが内部に記憶されます。

Utility 設定

プリセット項目及びデータ

Category Item Parameter Value Default 
Settings

1 Audio Setting

1 Master Setting 1 MONO ON / OFF OFF

2 Mic Setting

1 Ducking Level -20dB to -40dB -30dB

2 Mic EQ
1 Hi 1kHz to 4kHz 2kHz
2 Low 500Hz to 2kHz 1kHz
3 Default -

3 Mic to Booth/Rec ON / OFF OFF

3 Isolator EQ
1 X.Over Hi 1kHz to 8kHz 2kHz
2 X.Over Low 100Hz to 800Hz 350Hz
3 Default -

4 Cue Setting 1 Cue Mode *¹ CUE (Mix) / Solo CUE (Mix)

5 Head Phones EQ
1 EQ Hi -15dB to +15dB 0dB
2 EQ Low -15dB to +15dB 0dB
3 Default -

6 EFX Rtn 1 Unity Level Select -10dBV / 0dBV -10dBV

7 USB Audio Setting

1 OutputSourceSelect

1 USB1 / USB2
Non, CH1, CH2, CH3, CH4, 
Master, Rec, Mic

Master
2 USB3 / USB4 Mic
3 USB5 / USB6 CH2
4 USB7 / USB8 CH3

2 Output Level VR -20dB to +20dB 0dB
3 CH Input Level VR -20dB to +20dB -6dB
4 Mas Input Level VR -20dB to +20dB -6dB
5 Cue Input Level VR -20dB to +20dB -6dB

8 Digital I/O Setting

1 Digital Output VR -20dB to +20dB 0dB

2 Digital Input Level

CH1 -2dB / -8dB / -14dB -8dB
CH2 -2dB / -8dB / -14dB -8dB
CH3 -2dB / -8dB / -14dB -8dB
CH4 -2dB / -8dB / -14dB -8dB

9 X-Fader Setting 1 A Side Cut Position *² -2.0mm to +8.0mm 0.0mm
2 B Side Cut Position *² -2.0mm to +8.0mm 0.0mm

10 Beat Breaker Setting 1 to 5 1

2 System Setting

1 Sampling Frequency 44.1KHz / 48KHz / 96KHz 96kHz
2 Display Brightness 1 to 40 27
3 Display Backlight 1 to 25 5
4 Display Contrast 1 to 16 15
5 PC/MAC*³ PC Mode / MAC Mode PC Mode
6 Version(SYS) XXXX -

3 MIDI Setting

1 MIDI INPUT CH 1 to 16, OMNI 1
2 MIDI OUTPUT CH 1 to 16 1

3 MIDI Output Enable 1 5Pin ON / OFF ON
2 USB ON / OFF ON

4 MIDI CLK 1 5Pin ON / OFF ON
2 USB ON / OFF ON

4 Other Setting 1 Preset Export Exit / Execute*4 Exit
2 DN-X1700 Initialize Exit / Execute*5 Exit

5 Owner Setting Display only

※１ CUEモードをsoloに設定すると、後押し優先で択一の CUEボタンのみが有効になります。
※２ クロスフェーダーのカットポジションを、各サイド個別に調整できます。
※３ Windows XP, Vista 等のOSのコンピュータと接続する場合は、PC Modeに設定して下さい。
 Mac OSX等のOSのコンピュータと接続する場合は、MAC Modeに設定して下さい。
※４ 本 Preset 設定内容及び、Ownerモードの設定内容を、外部のUSBメモリ等に保存できます。
※５ 本 Preset 設定を工場出荷時状態に設定します。

U
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Owner Setting モード
UTILTYボタンを押しながら電源スイッチをオンにすると、本モー
ドが起動され、以下の内容が設定可能となります。
Owner Settingモードを解除するには、電源スイッチをオフにし
て下さい。

Parameter Value Default

1. Limiter OFF / ON OFF

2. Limiter Threshold 20dB to 10dB 20dB

3. Digital Output FS INT / 44.1kHz / 48kHz / 96kHz 44.1kHz

4. Power ON USB Mode USB A / USB B USB A

5. Preset Import Exit / Execute*1 -

6. DN-X1700 Initalize Exit / Execute*2 -

※ 1 外部に保存したPreset 内容で、内部メモリを更新して機器に反映
します。

※ 2 Owner SettingとPreset内容を全て工場出荷状態に設定します。

Preset Import

1 Owner Settingモードの状態で、 エクスポートファイル
のあるUSBメモリをDN-X1700に挿入するか、挿入した
状態でOwner Settingモードを起動します。

2 プリセットメモリを更新する確認画面が表示されます。

3 OKを選択すると、プリセットメモリの内容が、エクスポー
トファイルの内容に更新されます。

※更新前のデータは保持されませんので注意して下さい。Preset Recall

1 エクスポートファイルのあるUSBメモリをDN-X1700
に挿入するか、挿入した状態で電源を入れます。

2 プリセット内容を呼び出す確認画面が表示されます。

3 OKを選択すると、エクスポートファイルのプリセットの
Audio Setting、MIDI Settingの内容が呼び出されます。
（DN-X1700内部のプリセット記憶情報は更新されませ
ん。）

4 USBメモリを抜くと、プリセット内容を呼び出す前の状態
に戻す確認画面が表示されます。（キャンセルはできませ
ん。）

5 OKを選択すると、プリセット内容は、呼び出し前の状態に
戻ります。

※ 呼び出した後に、USB Bモードに切換えてもコンピュータと
接続中は、プリセット内容は保持します。

Preset Export

1 USBメモリを本機に接続して、Utility設定で、Preset 
Exportを実行します。

2 Presetの状態をUSBメモリへ書込みます。

※ 既にエクスポートファイルがある場合は、上書きの確認画面
が表示されます。

U
tility設
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主な仕様
 n オーディオ部 (0dBu =0.775Vrms, 0dBV =1Vrms)
 • PHONO入力 4 ステレオ アンバランスRCA端子
   入力インピーダンス： 47k Ω
   レベル： － 40dBV（10mV）
 • CD 入力 4 ステレオ アンバランスRCA端子
   入力インピーダンス： 10k Ω
   レベル： 0dBV
 • イコライザー（LINE） 3 バンド
   チャンネルEQ調整範囲： HI（高域）：－∞ , － 90dB～＋ 10dB
       MID（中域）：－∞ , － 90dB～＋ 10dB
       LOW （低域）：－∞ , － 90dB～＋ 6dB
 • RETURN入力 2 モノラル 1/4 インチ TS端子
   入力インピーダンス： 10k Ω
   レベル： － 10dBV/0dBV（Default：－ 10dBV）
 • MIC 入力 2 モノラル
   MIC1： バランスとアンバランス XLRと 1/4 インチ TS端子
       （1：グランド、2：ホット、3：コールド）
   MIC2： バランス 1/4 インチ TRS端子
        （チップ：ホット、リング：コールド、スリーブ：グランド）
   入力インピーダンス： 5k Ω
   レベル： － 60 ～－ 20dBu
   EIN： － 127dBu以下（Rs＝ 150 Ω）
   CMRR： 80dB以上（1kHz）
 • イコライザー（MIC） 2 バンド
   調整範囲： HI （高域）：－ 15～＋ 15dB
       LOW（低域）：－ 15～＋ 15dB
 • デジタル同軸入力 4 ステレオ IEC958 Consumer（Fs：32kHz ～ 96kHz）
       RCA端子
 • USBオーディオ入力 ４ステレオ（８モノラル） 24bit, Fs：44.1k/48K/96kHz
       USB B
 • MASTER出力
   バランス： ステレオ、バランス XLR端子
       （1：グランド、2：ホット、3：コールド）
   DAコンバータ： 32bit 128 倍オーバーサンプリングアドバンスドマルチビット
   負荷インピーダンス： 600 Ω以上
   レベル： ＋ 4dBu
   周波数特性： 20Hz ～ 20kHz（± 0.5dB）
   THD： 0.05%以下
   S/N比： 100dB
       89dB（Phono）
   クロストーク： － 110dB以下（1kHz）
   アンバランス： ステレオRCA端子
   負荷インピーダンス： 10k Ω
   レベル： 0dBu

 • REC出力 ステレオ アンバランスRCA端子
   負荷インピーダンス： 10k Ω
   レベル： － 10dBV
 • BOOTH出力 ステレオ バランス1/4インチTS端子
        （チップ：ホット、リング：コールド、スリーブ：グランド）
   負荷インピーダンス： 600 Ω以上
   レベル： ＋ 4dBu
 • SEND出力 2モノラル アンバランス1/4インチTS端子
   負荷インピーダンス： 10k Ω
   レベル： － 10dBV
 • ヘッドホン出力 ステレオ
   負荷インピーダンス： 40 Ω
   レベル： 400 ｍW
 • デジタル同軸出力 ステレオ IEC958 Consumer（Fs：44.1k/48K/96kHz）
       RCA 端子
 • USBオーディオ出力 ４ステレオ（８モノラル） 24bit, 44.1k/48K/96kHz USB B
 n 総合
   USB MIDI I/O： IN：1ch, OUT：1ch MIDI1.0, MIDI Clock USB B
   MIDI OUT： OUT：1ch MIDI1.0, MIDI Clock 5pin DIN
   CHメーター： PPM 16 ポイント LED ‒40 ～ +10dB, Peak
   MASTERメーター： PPM 24 ポイント LED ‒50 ～ +16dB, Peak
   CHフェーダー： 60mm Conductive Plastic Type fader
   Crossフェーダー： 45mm FLEX Fader (Fader Torque Adjustable)
   外形寸法： 320（幅）× 357（奥行き）× 90（高さ）mm
   質量： 7.6kg
   電源電圧： AC100V ± 10％ 50/60Hz
   消費電力： 36W
   動作温度： ＋ 5℃～＋ 35℃
   動作湿度： 25％～ 85％
   保存温度： － 20℃～＋ 60℃

37
9m
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90mm
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保証と修理について故障かな？と思ったら

依頼の際に連絡していただきたい
内容
● お名前、ご住所、お電話番号
● 製品名·······  取扱説明書の表紙に表示していま

す。
● 製造番号 ···  保証書または製品背面（または底

面や側面）に表示しています。
● できるだけ詳しい故障または異常の内容

補修部品の保有期間
本機の補修用性能部品の保有期間は、製造打
ち切り後８年です。

お客様の個人情報の保護について
● お客様にご記入いただいた保証書の控えは、
保証期間内のサービス活動およびその後の安
全点検活動のために記載内容を利用させてい
ただく場合がございますので、あらかじめご了
承ください。

● この商品に添付されている保証書によって、
保証書を発行している者（保証責任者）およ
びそれ以外の事業者に対するお客様の法律
上の権利を制限するものではありません。

保証書
この製品には保証書が添付されております。保
証書は、必ず「販売店名・購入日」などの記
入を確かめて販売店から受け取っていただき、
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくだ
さい。

保証期間はご購入日から1年間です。

n 保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。詳しくは保証書をご覧ください。

ご注意
保証書が添付されない場合は、有料修理になります
ので、ご注意ください。

n 保証期間経過後の修理
修理によって機能が維持できる場合は、お客様
のご要望により、有料修理致します。
有料修理の料金については「製品のご相談と
修理・サービス窓口のご案内」に記載の、お近
くの修理相談窓口へお問い合わせください。

修理を依頼されるとき
n 修理を依頼される前に
● 取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の項
目をご確認ください。

● 修理を依頼される前に、今一度この取扱説明
書の内容をご確認ください。

n 修理を依頼されるとき
● 添付の「製品のご相談と修理・サービス窓口
のご案内」に記載の、お近くの修理相談窓口
へご相談ください。

● 修理を依頼されるときのために、梱包材は保
存しておくことをおすすめします。

n 各接続は正しいですか

n 取扱説明書に従って正しく操作していますか

n アンプやスピーカーは正しく動作していますか
本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。
なお、この表の各項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられますので、お買い上げの販売店にご相談ください。
もし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、当社のお客様相談センターまたはお近くの修理相談窓口に
ご連絡ください。

症 状 原 因 処 置 関連
ページ

電源が入らない。 ● AC コードが電源コンセントにつな
がっていない。

● 電源コンセントにつないでくださ
い。

8

音が出ない。または
小さい。

● 接続コードが正しく接続されていない。
● インプットセレクトスイッチの位置
が不適切である。

● マイクのダッキング機能が働いてい
る。

● 接続を確認してください。
● インプットセレクトスイッチを再生
中の機器側に切り替えてください。

● DUCKINGスイッチを“OFF”に設定
してください。

8
4

4

音が歪む。 ● マスター出力レベルが高すぎる。

● 入力レベルが高すぎる。

● マスター出力調整つまみを調整して
ください。

● 入力レベル調整つまみを調整してく
ださい。

4

4

CDプレーヤーの
フェーダースタート
ができない。

● 接続コードが正しく接続されていな
い。

● フェーダースタートスイッチが
“ON”になっていない。

● ステレオミニ端子を使用して、本機
とCDプレーヤを接続してください。

● フェーダースタートスイッチを
“ON”に設定してください。

8

4

n DN-X1700が正常に動作しない、または音が鳴らない
 • USBケーブル、オーディオケーブルなどは正しく接続されていますか？
 • 音源、オーディオ機器、アプリケーション、OSなどの音量設定は上がっていますか？
 • ご使用のオーディオアプリケーションで適切なデバイスを選択していますか？
 • サンプリング周波数の設定は適切ですか？
本体のプリセットモードでの設定とアプリケーションの設定を合わせてください。
 • サンプリング周波数やビット数の異なるウェーブファイルが混在していませんか？
  お使いのオーディオアプリケーションによって、サンプリング周波数やビット数の異なるウェーブファイルを同時に

は再生できない場合があります。
 • 他のUSB機器を使用していませんか？
 他のUSB機器も接続している場合は、DN-X1700だけを接続して問題がないか確認してください。
 • 接続しているコンピュータのUSBコネクターはUSB2.0（Hi-Speed）に対応していますか？
 USB2.0 対応のケーブルを使用してください。

n 音が途切れる、または歪む
 • 他のアプリケーションやデバイスドライバは動作していませんか？
 不要なアプリケーションは終了してください。
 • 複数のウェーブファイルを再生していませんか？
 複数のウェーブファイルを同時に再生すると、お使いのコンピュータの能力によっては、再生音が途切れたりす

ることがあります。
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購 入 店 名： 電話（　　　-　　　-　　　）

ご購入年月日： 　　　　年　　　月　　　日

後日のために記入しておいてください。

 〒104-0033 東京都中央区新川 1-21-2
  茅場町タワー

国内営業本部 TEL：0 3 - 6 7 3 1 - 5 5 8 8
 【電話番号はお間違えのないようにおかけください。】
 受付時間　9：30～ 12：00、12：45～ 17：30
 　　　　（当社休日および祝日を除く、月～金曜日）

故障・修理・サービス部品についてのお問い合わせ先（サービスセンター）については、次
の URL でもご確認できます。

http://dm-pro.jp
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